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　南アルプスジオパークに位置する入笠山。ゴ
ンドラ山頂駅から徒歩10分で“標高1,734ｍ入
笠湿原”に到着。厳冬を乗り越えた“ドイツス
ズラン” “レンゲつつじ”が一面を埋め尽くす。
入笠山山頂からは富士山・南アルプス・中央ア
ルプス・北アルプス・日本百名山の22の山並み
のパノラマが広がります。春～初夏の富士見町
を満喫ください。　　　　　　富士見町商工会

目には青葉、山ホトトギス…

商工連ながの

釜無ホテイアツモリソウ ドイツスズラン レンゲつつじ
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商
工
連
は
3
月
23
日
阿
部
県
知
事
を
は
じ
め

来
賓
多
数
ご
臨
席
の
も
と
長
野
市
で
臨
時
総
会

を
開
催
し
、
県
下
商
工
会
長
及
び
関
係
者
約
70

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
等
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
商
工
連
柏
木
会
長
か
ら
次
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。「
商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

地
域
の
人
口
減
少
や
高
齢
化
、
そ
れ
に
伴
う
商

工
業
者
の
減
少
や
会
員
の
減
少
、
そ
し
て
第
４

次
産
業
革
命
と
言
わ
れ
る
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
へ
の

対
応
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
30
年
度
、
商
工
会
と

商
工
連
は
地
域
の
商
工
業
者
を
全
力
で
支
援
す

る
た
め
『
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
を

着
実
に
実
行
し
て
参
り
ま
す
。
産
業
振
興
に
お

い
て
は
、
変
貌
す
る
県
内
観
光
産
業
を
中
心
課

題
に
掲
げ
、
観
光
産
業
の
実
態
を
把
握
し
な
が

ら
観
光
振
興
策
を
見
出
し
て
参
り
ま
す
。
更
に

『
経
営
発
達
支
援
事
業
』
に
お
け
る
小
規
模
事
業

者
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型
支
援
と
小
規
模
事
業

者
持
続
化
補
助
金
の
活
用
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
事
業
承
継
の
取
り
組
み
に
よ
り
経
営
改
善

の
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
」。

　

来
賓
祝
辞
で
は
阿
部
県
知
事
か
ら
「
県
の
総

合
計
画
『
し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン
2.0
』
が

ス
タ
ー
ト
し
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
て
『
学
び

と
自
治
の
力
で
新
時
代
を
拓
く
』
を
前
面
に
打

ち
出
し
、
学
び
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
主
体
的
に

学
ぶ
県
を
目
指
し
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
自
治
。商
工
会
の
皆
さ
ん
が
日
々

取
組
ん
で
い
る
こ
と
が
自
治
で
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
地
域
の
課
題
に
応
じ
た
対
応
、
特
色

を
伸
ば
す
取
組

み
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

地
域
社
会
に
お

け
る
自
治
的
な

取
組
み
の
先
頭

に
立
っ
て
産
業

振
興
、
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
商
工
会
の
皆
さ

ん
を
県
と
し
て
も
応
援
し
地
域
社
会
が
活
性
化

す
る
よ
う
一
緒
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
の
商
工
業
振
興
、
商
工
会
運
営

に
対
し
て
叙
勲
、知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
方
々

の
功
績
を
た
た
え
顕
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
顕

彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

挨拶をする商工連柏木会長

阿部長野県知事

○ 

旭
日
単
光
章

　
平
成
29
年
春　

坂　

爪　

基　

浩
（
生
坂
村
商
工
会
長
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
理
事
）

○ 

長
野
県
知
事
表
彰

　
平
成
29
年　
　

下　

平　

陸　

昭
（
飯
島
町
商
工
会
長
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
副
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　

黒　

田　

重　

行
（
箕
輪
町
商
工
会
長
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　

伊　

藤　

民　

男
（
南
木
曽
商
工
会
長
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　

藤　

澤　

一　

彦
（
高
山
村
商
工
会
長
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　

西　

川　

範　

明
（
平
谷
村
商
工
会
長
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
監
事
）

　
　
　
　
　
　
　

石　

田　

憲　

明
（
小
谷
村
商
工
会
長
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
監
事
）

小
規
模
事
業
者
の
支
援
機
関
と
し
て

　
　
　
　
地
域
に
期
待
さ
れ
る
組
織
へ

組織拡大の基本サイクルと支援人材育成を
 ―商工会中期マスタープランの見直し―

商
工
連
臨
時
総
会

　「商工会中期マスタープランの見直し」を行いました。
　商工会中期マスタープランは、平成25年度から平成
34年度までの10年の計画で、平成24年度に作成されま
した。この５年間経営支援体制の再構築を行い、プラ
ンを進めてきました。これまで５年を経過する間の、
小規模基本法・改正小規模支援法の施行、長野県の総
合計画「しあわせ信州創造プラン2.0」等環境変化を

踏まえて見直しを行いました。
　見直しの重点軸は２つあります。１つ目は「組織拡
大のための基本サイクル」、２つ目は職員の資質向上
である、「経営支援人材育成トータルプログラム」です。
　また、プランの完全達成を図るため、商工会と商工
連共に「目標達成評価表」により数値目標を設定し、
毎年進捗状況を確認することとなりました。
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２
月
21
日
、
22

日
長
野
市
「
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
長
野
」
に
お
い

て
、
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
商
工
会
青
年
部
連
絡
協
議
会
（
会
長　

田
熊

祐
介
氏
）平
成
29
年
度
後
期
大
会（
長
野
大
会
）

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
後
期
大
会
は
長
野

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
が
当
番
で
、
当
県
青

連
役
員
及
び
単
会
青
年
部
か
ら
、
50
名
が
大
会

運
営
を
担
い
ま
し
た
。
関
東
経
済
産
業
局
管
内

商
工
会
青
年
部
員
２
４
７
名
、
県
内
53
商
工
会

青
年
部
２
１
４
名
の
参
加
が
あ
り
、
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

21
日
に
「
会
社
経
営
の
発
展
（
起
業
か
ら
今

ま
で
）」
と
題
し
、
中
小
企
業
診
断
士
の
滝
澤

恵
一
氏
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
滝
澤
氏
か
ら
、

同
氏
が
経
営
支
援
を
行
っ
た
Ｔ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
株
式
会
社
代
表
取
締
役
の
永
濱
健
氏
に

つ
い
て
、
会
社
創

業
か
ら
行
っ
た
支

援
の
体
験
談
と
長

野
県
か
ら
世
界
に

羽
ば
た
い
た
永
濱

氏
の
生
き
方
、
生
き
様
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
夢
を
持
て
ば
人
は
輝
く
～
夢
は

必
ず
叶
う
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
株
式
会
社

て
っ
ぺ
ん
代
表
取
締
役
の
大
嶋
啓
介
氏
の
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
大
嶋
氏
か
ら
、
事
業
を
行
い

成
功
さ
せ
る
に
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
行
動
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
目
標
を

設
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
聴
講
者
か
ら
は
、
ま
た
お
話
を
聞
き

た
い
と
大
変
好
評
で
し
た
。

　

22
日
に
は
、
株
式
会
社
ホ
ラ
イ
ズ
ン
ワ
ー
ク

ス
代
表
取
締
役
の
林
真
人
氏
に
よ
る
商
工
会
青

年
部
活
性
化
研
修
「
イ
ン
パ
ル
ス
ゲ
ー
ト
」
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
青
年
部
活
動
を
ど
う

す
れ
ば
活
性
化
で
き
る
か
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、

多
く
の
受
講
生
が

積
極
的
に
参
加
し

青
年
部
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

　

関
東
１
都
10
県

か
ら
多
く
の
青
年

部
員
が
長
野
に
集

ま
り
、
研
修
だ
け

で
は
な
く
交
流
の

場
と
し
て
、
大
変

有
意
義
な
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
６
日（
火
）

長
野
市
「
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

長
野
」
に
お
い
て

女
性
部
員
１
０
１

名
の
参
加
に
よ
り
、
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
７
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
「
部
員
増
強
運
動
」、「
お
も
て
な

し
交
流
事
業
」
お
よ
び
「
次
世
代
起
業
家
育
成

塾
」
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
取
組
み
状
況
な
ど
、

県
内
の
商
工
会
女
性
部
か
ら
事
例
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　
「
部
員
増
強
運
動
」
に
つ
い
て
は
、
安
曇
野

市
商
工
会
下
里
女
性
部
長
と
箕
輪
町
商
工
会
小

松
女
性
部
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
安
曇
野
市
商
工
会
女
性
部
で
は
親
会
等
の

役
員
配
偶
者
へ
の
加
入
勧
奨
を
実
施
し
て
お
り
、

ま
た
、
箕
輪
町
商

工
会
女
性
部
で
は

商
工
会
女
性
部
は

魅
力
が
あ
り
楽
し

い
組
織
で
あ
る
こ

と
を
周
囲
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
部
員
増
強

に
効
果
的
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
お
も
て
な
し
交
流
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

朝
日
村
商
工
会
筒
井
女
性
部
長
か
ら
香
川
県
小

豆
島
町
商
工
会
女
性
部
を
訪
問
し
た
事
例
を
、

ま
た
、
飯
綱
町
商
工
会
瀧
澤
女
性
部
長
か
ら
は

富
山
県
射
水
市
商
工
会
女
性
部
を
受
入
れ
た
事

例
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
次
世
代
起
業
家
育
成
塾
成
果
」
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
本
事
業
を
実
施
し
た
８
商
工
会
女
性
部

の
う
ち
か
ら
、
上
田
市
商
工
会
梶
村
女
性
部
長
、

中
川
村
商
工
会
山
崎
女
性
部
長
、
戸
倉
上
山
田

商
工
会
石
井
女
性
部
長
、
小
布
施
町
商
工
会
髙

津
女
性
部
長
か
ら
、
当
日
の
子
供
た
ち
の
様
子

や
感
想
、
女
性
部
の
関
わ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
阿
部
長
野
県
知
事
か
ら
、
平
成
30

年
度
か
ら
５
か
年

の
新
し
い
「
長
野

県
総
合
計
画
」
を

中
心
に
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

受
講
者
の
皆
様
は

と
て
も
熱
心
に
聴

講
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
も
多
く
の
女

性
部
員
に
参
加
い

た
だ
き
、
有
意
義

な
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

田熊関東ブロック
青年部会長

後期大会（長野大会）の様子

土屋県青連会長

 

商
工
会
女
性
部
の
更
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て

～
県
女
性
連
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
開
催
～　

 
関
東
１
都
10
県
か
ら
長
野
の
地
に
４
６
１
名
の
青
年
部
員
が
集
ま
る

～
関
ブ
ロ
青
年
部
連
絡
協
議
会
平
成
29
年
度
後
期
大
会（
長
野
大
会
）開
催
～阿部長野県知事の講話

挨拶をする
佐々木県女性連会長

レディースフォーラムの様子
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創
業
よ
り
36
年
間
、
ク
レ
ー
ン
事
業
を
行
っ

て
お
り
、『
ク
レ
ー
ン
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
』

と
し
て
信
頼
と
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
木
造
、
鉄
骨
建
方
、
機
械
の
移

動
の
需
要
の
多
く
は
事
業
者
様
よ
り
い
た
だ
い

て
お
り
、
景
気
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

ま
た
ダ
ム
建
設
や
そ
の
他
建
設
工
事
等
の
公
共

事
業
も
、
単
発
の
ご
依
頼
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

一
方
で
定
期
的
に
受
注

頂
く
の
が
蓼
科
、八
ヶ
岳
、

富
士
見
の
別
荘
地
な
ど

で
の
『
伐
採
』
で
、林
業
、

造
園
業
を
営
ま
れ
て
い

る
事
業
者
様
か
ら
の
ご

依
頼
を
は
じ
め
、
ご
家

庭
の
木
々
の
伐
採
も
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

一
般
の
ご
家
庭
、
個

人
の
方
に
は
ク
レ
ー
ン

車
（
事
業
）
は
工
事
現

場
で
の
揚よ
う
じ
ゅ
う重
作
業
（
ク

レ
ー
ン
で
の
吊
り
上
げ

移
動
）
の
み
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
と
思
わ
れ
る

の
で
す
が
、
弊
社
で
は

個
人
の
お
客
様
の
伐
採
、

無
線
ア
ン
テ
ナ
の
撤
去
、

２
階
以
上
へ
の
大
型
家

電
、
ピ
ア
ノ
な
ど
の
重
量
物
の
吊
り
込
み
な
ど
、

も
得
意
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
伐
採
を
ご
依
頼
い
た
だ
く
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
た
く
弊
社
で
は
新
た
に「
薪

割
り
機
」
と
「
ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
（
樹
木
や
竹

を
短
時
間
で
安
全
に
チ
ッ
プ
状
に
す
る
）」
を
購

入
し
、
伐
採
し
た
木
を
幹
は
薪
と
し
て
、
枝
葉

は
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
と
し
て
再
利
用
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　

か
ね
が
ね
、
弊
社
の
継
続
的
な
Ｐ
Ｒ
を
で
き

る
手
段
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
こ
の
新
た
に
導
入

し
た
「
薪
割
り
機
」、「
ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
」
の

Ｐ
Ｒ
（
伐
採
木
の
有
効
活
用
）
を
で
き
な
い
も

の
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金
の
制
度
を
知
り
、
申
請
さ
せ
て

い
た
だ
き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
と
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
・
配
布
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
後
、
電
話
に
よ
る
問

い
合
わ
せ
の
数
が
前
年
比
で
10
％
増
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
問
い
合
わ
せ

フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
伐
採
等
の
相
談
、
問
い
合
わ

せ
が
入
り
伐
採
工
事
の
施
工
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
受
け

取
ら
れ
た
方
か
ら
も
各
種
問
い
合
わ
せ
を
い
た

だ
き
見
積
り
も
数
件
お
出
し
で
き
ま
し
た
。
別

荘
地
も
雪
解
け
の
時
期
と
な
り
伐
採
シ
ー
ズ
ン

に
向
け
て
契
約
に
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、
弊
社
を

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
お
客
様
と
の
ご
縁
を
持

つ
き
っ
か
け
を
与
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ラフテレーンクレーン

薪割り機

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る

「
薪
割
り
機
」「
ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
」
の
Ｐ
Ｒ

-

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
活
用-

株
式
会
社
南
信
ク
レ
ー
ン

原
村
商
工
会

代表取締役秋山正幸氏（中央）　ウッドチッパー（左）

株式会社
南信クレーン

住所／諏訪郡原村八ツ手2985
TEL／0266-79-2330
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消費税軽減税率対策補助金（レジ補助金）
の期限が延長されました

　なお、Ｂ－１型（受発注システムの改修）については、2019年６月28日までに交付申請書を提出し、交
付決定を受けた後、2019年９月30日までに、受発注システムの改修・入替を完了（支払いの完了を含む）
してください。そして、すべての支払いが完了した後、2019年12月16日までに事業完了報告書を提出して
ください。（まずは交付申請を行います。交付決定以前に作業着手した場合は補助対象になりません。）

　消費税の軽減税率制度は、2019年10月１日から実施されます。
　平成30年（2018年）１月31日を期限としていた消費税軽減税率対策補
助金（レジ補助金）の補助事業完了期限・補助金の申請受付期限が延長さ
れました。

　今年度から、金融機関、郵便局、コンビニエン
スストア、県税事務所での窓口納付に加えてクレッ
ジットカード、ペイジーによる納付が可能になりま

した。
　平成30年度自動車
税納税通知書は５月
上旬にお届けします。
　通知がお手元に届
きましたら、５月31日

（木）までに納めま
しょう。
長野県・県税事務所

　「信濃の国は十州に～♪」で始まる県歌「信濃の国」は、もと
もと信濃教育会が作った唱歌の一つで、1899年（明治32年）に
長野県師範学校教諭の浅

あさいきよし

井洌が作詞、翌1900年（明治33年）
に同校教諭の北

きたむら

村季
すえ

晴
はる

が作曲しました。
　その後、県内各地に広がり、歳月を経て、親から子、子から
孫へと歌い継がれてきました。
　そして、今から50年前の1968年（昭
和43年）5月20日、県歌に制定されました。
　長野県では、県歌制定50周年を契機
に、県民の皆さんに「信濃の国」を“学ぶ” 

“歌う” “身近に感じる”機会を増やし、
50年後、100年後もこの大切な歌を歌
い継いでいく取組を行ってまいります。

『ドライバー  守るマナーと納期限』

事業者の皆様の、消費税軽減税率制度への対応につきましては、最寄りの商工会へご相談ください。

≪軽減税率対策補助金（レジ補助金）とは≫
　消費税軽減税率制度（複数税率）への対応が必要となる中小企業・小規模事業者等の方々が、複数税率対応レジ
の導入や受発注システムの改修などを行うにあたり、その経費の一部を補助する制度です。
　※リースによる導入も補助対象になります。
　詳細は、軽減税率対策補助金のホームページ（http://kzt-hojo.jp/）をご覧ください。

※「事業完了」とは、複数税率対応レジおよび受発注システムの導入または改修を終え、支払いを完了することです。

消費税軽減税率対策補助金（レジ補助金）Ａ型・Ｂ－２型の

 事業完了期限は、2019年９月30日
 補助金の申請受付期限は、2019年12月16日です。

☆�信濃の国に関する情報は、
長野県のホームページ
「Web�site�信州」に掲載
しています。
　�下記のQRコードからア
クセスしてください。

「信濃の国」県歌制定50周年
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長
野
県
上
田
市
塩
川
地
区
の
緑
に
囲
ま
れ
渓

流
沿
い
に
あ
る
南
方
工
業
団
地
で
二
〇
〇
〇
年

に
会
社
を
設
立
し
、
主
に
成
形
機
・
半
導
体
製

造
装
置
・
液
晶
の
検
査
装
置
の
加
工
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

代
表
取
締
役
の
山
田
夏
江
が
二
十
年
勤
め
た

も
の
づ
く
り
の
会
社
を
退
職
し
会
社
を
設
立
し

た
の
は
四
十
九
歳
の
時
で
し
た
。
当
初
は
中
古

機
械
一
台
を
買
い
、
当
時
高
校
生
だ
っ
た
三
男

が
機
械
メ
ー
カ
ー
で
講
習
を
受
け
て
技
術
を
覚

え
た
の
が
始
ま
り
で
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
若

い
社
員
達
を
一
人
一
人
教
育
し
て
、
長
男
・
次

男
を
含
め
皆
で
お
互
い
に
協
力
し
あ
い
な
が
ら

技
術
力
を
高
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
周
辺
の

会
社
に
は
な
い
新
鋭
の
機
械
を
導
入
す
る
こ
と

で
会
社
の
特
徴
を
出
し
つ
つ
、
機
械
の
能
力
を

活
用
し
て
加
工
の
幅
を
拡
げ
る
こ
と
で
大
手
企

業
か
ら
の
受
注
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。
現
在

工
場
内
に
は
最
新
の
五
軸
加
工
機
、
五
面
加
工

可
能
な
大
型
門
型
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
マ
シ

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
、
Ｎ
Ｃ
旋
盤
等
の
機
械
が
並
ん

で
い
ま
す
。
各
機
械
の
異
常
を
担
当
者
の
ス
マ

ホ
に
送
信
す
る 

Ｉ
Ｏ
Ｔ 

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
等
、
生
産
管
理
の
効
率
化
も
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
に
搭
載
す
る
精
密
部

品
の
軽
量
化
を
実
現
し
た
い
と
い
う
オ
ー
ダ
ー

に
対
応
し
、
も
の
づ
く
り
補
助
金
を
活
用
し
て

高
速
・
高
精
度
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
を
導
入
し
、

加
工
の
無
人
化
と
時
間
短
縮
を
実
現
し
ま
し
た
。

二
〇
一
四
年
に
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
「
切
削
加

工
ド
リ
ー
ム
コ
ン
テ
ス
ト
」に
出
品
し
た
ロ
ボ
ッ

ト
ア
ー
ム
に
組
み
込
む
ス
テ
ン
レ
ス
加
工
品
が

銀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
で
、
技
術
面
か
ら
も
一

定
の
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
社
で
は
、
三
十
名
ほ
ど
の
社
員
の

半
数
近
く
が
女
性
で
す
。
女
性
社
員
が
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
心
が
け
、
家
庭
の
都
合
等

で
誰
か
が
急
に
休
ん
で
も
対
応
出
来
る
体
制
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。
六
十
七
歳
の
女
性
も
積
極

的
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、

重
要
な
戦
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ニ

ア
人
材
地
域
企
業
交
流
会
に
参
加
し
一
名
を
採

用
、
更
に
障

害
者
の
採
用

等
、
そ
の
人

に
合
っ
た
仕

事
の
提
供
と

戦
力
化
を
実

現
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
景
気
の
波
に
左
右
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

自
社
の
技
術
力
を
高
め
る
と
同
時
に
、
県
内
外

の
展
示
会
や
商
談
会
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し

新
規
取
引
先
を
幅
広
く
開
拓
し
て
い
く
予
定
で

す
。
ま
た
、
国
や
市
の
補
助
金
を
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
医
療
、
航
空
宇
宙

分
野
等
新
た
な
も
の
づ
く
り
に
も
果
敢
に
挑
戦

し
て
参
り
ま
す
。

　

代　
　

表　

代
表
取
締
役　

山
田
夏
江

　

創　
　

業　

二
〇
〇
〇
年
十
月

　

資
本
金　

一
千
万
円　

従
業
員
数
三
十
名

　

本　
　

社　

上
田
市
塩
川
六
三
〇
―
一
一

　

電　
　

話　

〇
二
六
八
―
三
六
―
〇
〇
二
二��

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
六
八
―
三
六
―
〇
〇
二
三

　

事
業
内
容　

�

ア
ル
ミ
長
尺
加
工
や
五
軸
加
工
機

を
中
心
と
し
た
金
属
部
品
加
工

中小企業の新たな事業活動

お客様のニーズに合わせた
設備投資と技術力の向上を目指して

山田夏江社長（右側）他社に先がけてIOTシステムを導入

切削加工ドリームコンテスト銀賞

株式会社エスケー精工

株式会社エスケー精工　上田市商工会
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～
新
た
な
産
業
の

　
　
　
創
出
の
場
と
し
て
～

　
　
地
域
振
興
事
業
の
取
り
組
み

　

5
月
か
ら
6
月
は
安
曇
野
の
田
植
え
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
、
水
田
に
残
雪
の
北
ア
ル
プ
ス
の

峰
々
が
映
る
美
し
い
季
節
で
す
。
こ
の
6
月
3

日
に
「
信
州
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
が
行

わ
れ
、
第
１
回
開
催
当
初
よ
り
全
国
か
ら
約

６
０
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

う
ち
約
１
０
０
０
人
の
市
内
前
日
宿
泊
を
い
た

だ
い
て
今
年
で
4
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
豊
科

南
部
総
合
公
園
を
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

会
場
と
し
、
安
曇
野
市
内
を
巡
る
折
り
返
し

コ
ー
ス
に
は
「
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
」
に

登
録
さ
れ
た
安
曇
野
の
田
園
風
景
を
支
え
る

「
拾じ
っ
か
せ
ぎ

ケ
堰
」
を
通
り
、
地
域
の
皆
様
の
温
か
い

応
援
で
全
国
的
（
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
の
部
全
国
4
位
）
に
人
気
の
大
会
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

商
工
会
で
は
、
ラ
ン
ナ
ー
の
方
へ
の
お
も
て

な
し
と
し
て
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
会
場
に
お
い
て
、

飲
食
関
係
の
会
員
さ
ん
や
女
性
部
員
の
み
な
さ

ん
と
職
員
に
よ
り
、
地
元
産
の
食
材
を
使
用
し

た
、“
玉
ね
ぎ
ス
ー
プ
”“
お
し
る
こ
”
の
ふ
る

ま
い
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、会
場
の
販
売
ブ
ー

ス
で
は
、
会
員
企
業
に
よ
る
飲
食
、
物
販
等
の

出
店
。
沿
道
で
は
青
年
部
に
よ
る
氷
菓
の
配
布

等
も
行
い
参
加
ラ
ン
ナ
ー
の
高
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
会
場
外
で
は
会
員
の
店
舗

へ
の
利
用
促
進
・
再
訪
を
図
る
た
め
、
独
自
の

特
典
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
掲
載
し
た
“
応
援
店

マ
ッ
プ
”
を
作
成
し
、
全
ラ
ン
ナ
ー
に
事
前
配

布
を
し
て
安
曇
野
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

真
夏
の
安
曇
野
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

夜
空
を
盛
大
に
彩
る
「
安
曇
野
花
火
」
は
、
毎

年
8
月
14
日
、

明
科
犀
川
御
宝

田
遊
水
池
に
て

行
わ
れ
、
色
と

り
ど
り
1
万 

２
０
０
０
発
も

の
花
火
が
音
楽

に
合
わ
せ
て
花

開
き
ま
す
。
実

行
委
員
会
は
青

年
部
員
と
Ｏ
Ｂ
部
員

を
中
心
に
編
成
さ
れ
、

大
会
の
運
営
実
施
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
旧
５
町
村
が
一
つ
に
な
り
安
曇
野
市

と
な
っ
た
処
で
す
が
、
合
併
前
に
行
わ
れ
て
い

た
旧
明
科
町
の
水
郷
明
科
花
火
大
会
と
、
旧
穂

高
町
の
わ
さ
び
祭
り
前
夜
祭
花
火
大
会
を
、「
安

曇
野
は
ひ
と
つ
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
新
た
な

花
火
大
会
と
し
て
、
平
成
19
年
に
本
会
青
年
部

Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
し
た
実
行
委
員
会
が
第
１
回
を

開
催
。
今
夏
で
12
回
目
を
迎
え
る
「
安
曇
野
花

火
」
で
す
。
年
々
進
化
し
多
く
の
市
民
や
周
辺

住
民
の
人
々
を
飽
き
さ
せ
ず
感
動
を
与
え
続
け

て
お
り
、
安
曇
野
市
の
夏
の
名
物
と
し
て
ま
た

大
き
な
観
光
資
源
の
一
つ
と
し
て
、
宿
泊
需
要

の
増
加
等
の
波
及
効
果
も
あ
り
地
域
経
済
と
地

域
社
会
の
活
性
化
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
秋
の
実
り
に
恵
ま
れ
る
安
曇
野
は
、

林
檎
、
米
を
は
じ
め
と
し
た
農
産
物
か
ら
、
近

年
で
は
信
州
サ
ー
モ
ン
等
の
水
産
物
な
ど
、

様
々
な
食
の
産
物
を
楽
し
め
る
地
域
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
安
曇
野
の
食
の
す
ば
ら
し
さ
と

魅
力
を
発
信
す
べ
く
、
平
成
25
年
度
本
商
工
会

が
主
管
と
な
り
、
新
た
な
秋
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て「
信
州
安
曇
野 

新
そ
ば
と
食
の
感
謝
祭
」（
以

下
、
新
そ
ば
と
食
の
感
謝
祭
）
を
企
画
。
新
そ

ば
が
出
始
め
る
11
月
中
旬
に
第
1
回
を
穂
高
神

社
特
設
会
場
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
本
商

工
会
員
・
農
林
業
者
、
関
係
機
関
、
中
信
地
区

の
商
工
会
、
役
員
等
様
々
な
団
体
で
実
行
委
員

会
を
構
成
し
当
日
の
開
催
に
至
る
ま
で
多
大
な

る
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
友
好

都
市
と
の
交
流
や

地
域
・
学
校
の
協

力
も
得
な
が
ら
、

新
そ
ば
や
地
元
産

の｢

食｣

の
魅
力
と

多
く
の
地
域
資
源

を
、
近
隣
市
町

村
・
県
内
外
・
世

界
へ
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
持
続
的
な
経
済
波
及
効
果

を
図
る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
で
６
回
目
を
迎
え
る
「
新
そ
ば
と
食
の

感
謝
祭
」
は
、
会
員
事
業
所
に
よ
る
安
曇
野
産

の
素
材
等
を
新
商
品
に
す
る
6
次
産
業
化
を
進

め
、
本
イ
ベ
ン
ト
で
個
別
の
成
果
を
発
表
し
、

来
場
者
か
ら
の
評
価
を
受
け
て
一
層
磨
き
を
か

け
て
、
販
売
促
進
を
展
開
す
る
場
と
し
て
も
位

置
付
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
会
場
外
の
市
内

各
店
舗
等
へ
波
及
効
果
が
表
れ
る
仕
掛
け
作
り

や
、
他
の
新
そ
ば
祭
り
と
の
差
別
化
、
地
域
ビ

ジ
ネ
ス
の
創
造
と
展
開
を
図
り
地
域
の
振
興
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
3
大
事
業
を
代
表
と
し
て
、
地
区

別
・
業
種
別
等
の
多
数
の
地
域
振
興
事
業
の
実

施
を
通
じ
て
、
当
商
工
会
が
地
域
に
無
く
て
は

な
ら
な
い
組
織
と
し
て
の
存
在
の
重
要
性
を
地

域
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
地
域
産

業
活
性
化
の
担
い
手
と
し
て
、
地
域
の
期
待
を

う
け
、
役
割
を
果
た
す
べ
く
事
業
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 
商
工
会
は
い
ま
─
Vol.110

中信

新そばと食の感謝祭

ハーフマラソンおもてなし

安曇野花火
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経 ⑴　
働
き
方
改
革
の
構
成

　
⑵ 　
同
一
労
働
、
同
一
賃
金
の
施
行
は
２
０
２
０

年
度
よ
り
（
中
小
企
業
は
２
０
２
１
年
度
よ
り
）

　

 　
「
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す

る
法
律
」
の
施
行
は
２
０
２
０
年
度
の
予
定
で
す
。

そ
し
て
中
小
企
業
は
1
年
遅
ら
せ
て
２
０
２
１
年
度

と
な
る
よ
う
で
す
。

　

 　

こ
の
法
律
の
目
的
は
、
非
正
規
社
員
の
処
遇
改

善
に
あ
り
ま
す
。

　

 　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
正
社
員
に
対
す
る
非
正
規
社
員

の
賃
金
水
準
は
70
％
～
90
％
で
あ
り
、
日
本
は
56
％

と
異
常
に
低
い
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

 　

労
働
人
口
の
約
４
割
ま
で
を
占
め
る
ま
で
に

至
っ
た
非
正
規
社
員
の
処
遇
改
善
は
重
要
課
題
の
一

つ
で
す
。

⑶　
同
一
労
働
、
同
一
賃
金
の
難
し
さ

　

 　

欧
米
の
賃
金
制
度
は
「
仕
事
」
に
対
し
て
賃
金

を
支
払
う
「
職
務
給
・
職
種
給
」
が
一
般
化
し
て
い

ま
す
が
、
日
本
で
は
「
人
」
に
対
し
て
賃
金
を
支
払

う
「
年
功
給
、
職
能
給
」
が
ま
だ
ま
だ
一
般
的
で
す
。

　

 　

更
に
も
っ
と
掘
り
下
げ
れ
ば
、
日
本
で
は
新
卒

一
括
採
用
の
長
期
雇
用
型
の
正
社
員
は
、
育
成
配
慮

型
な
の
で
能
力
レ
ベ
ル
で
賃
金
を
決
定
す
る
職
能
給

が
主
流
で
す
し
、
短
期
雇
用
型
の
非
正
規
社
員
は
仕

事
レ
ベ
ル
と
世
間
相
場
で
賃
金
を
決
め
る
職
務
給
が

主
流
で
す
。

　

 　

こ
れ
ら
の
元
々
賃
金
制
度
が
違
う
も
の
を
一
緒

に
し
て
「
同
一
労
働
、
同
一
賃
金
」
に
す
る
と
い
う

こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

⑷　
同
一
労
働
、
同
一
賃
金
の
内
容

　

 　

２
年
後
（
中
小
企
業
は
３
年
後
）
に
は
こ
の
法

律
が
施
行
さ
れ
ま
す
の
で
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

　
 　

こ
の
法
律
が
求
め
て
い
る
の
は
、
単
純
な
「
同

じ
仕
事
は
同
じ
賃
金
」
と
い
う
狭
い
意
味
で
の
「
同

一
労
働
同
一
賃
金
」
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

 　

合
理
性
が
あ
っ
て
公
正
な
賃
金
決
定
で
あ
れ
ば

問
題
な
い
と
思
い
ま
す
。

⑸　
ま
ず
は
段
階
的
に
手
当
か
ら
始
め
る

　

 　

政
府
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
に
よ
る
と
正
社
員

に
支
払
わ
れ
て
い
る
各
手
当
毎
に
非
正
規
社
員
に
も

支
払
う
べ
き
例
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
⑴
手
当

　
　

 

①
通
勤
手
当　

②
出
張
旅
費　

③
精
皆
勤
手
当

　
　

 

④
食
事
手
当　

⑤
役
職
手
当　

⑥
特
殊
作
業
手
当

　
　

⑦
特
殊
勤
務
手
当

　
⑵
福
利
厚
生
面
で
の
待
遇

　
　

①
慶
弔
休
暇　

②
病
気
休
暇　

③
教
育
訓
練

　
　

※�

扶
養
手
当･･･

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
に
は
あ
り
ま

せ
ん
が
最
近
の
判
例
（
30
年
2
月
）
か
ら
し
て
、
支

払
う
べ
き
手
当
に
含
ま
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

⑶
基
本
給
、
賞
与

　
　

 　

政
府
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
で
は
基
本
給
の

支
給
に
つ
い
て
は
、
決
定
要
素
に
同
じ
要
素
（
経

験
、
能
力
、
業
績
成
果
、
勤
続
年
数
）
が
あ
る
場

合
は
支
給
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

 　

ま
た
、
賞
与
に
つ
い
て
も
会
社
の
業
績
等
へ

の
非
正
規
社
員
の
貢
献
度
に
応
じ
て
支
給
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

 　

基
本
給
の
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
関
し
て
は
、

難
し
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
法
施
行
の
３

年
後
ま
で
に
そ
の
企
業
な
り
の
合
理
性
の
あ
る

「
同
一
労
働
、
同
一
賃
金
」
を
確
立
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

⑹　
最
後
に

　

 　

現
行
の
パー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
、
労
働
契
約
法
、
労

働
者
派
遣
法
で
も
正
社
員
と
非
正
規
社
員
の
差
別
的

取
扱
い
の
禁
止
、
不
合
理
的
な
取
扱
い
が
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
裁
判
で
も
非
正
規
社
員
の
勝
訴
が
多
い
で
す
。

　

 　

非
正
規
社
員
の
や
っ
て
い
る
業
務
、
責
任
の
度
合
、

配
置
転
換
の
有
無
、
経
験
年
数
等
が
正
社
員
と
同
じ

場
合
に
は
同
じ
賃
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

 　

ま
た
賃
金
格
差
に
つ
い
て
は
非
正
規
社
員
か
ら

求
め
が
あ
れ
ば
事
業
主
は
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
労
働
法
の
改
正
（
残

業
規
制
、
同
一
労
働
、
同
一
賃
金
）
は
中
小
企
業
に

と
っ
て
相
当
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
あ
り
、
や
っ
て
い

け
な
く
な
る
企
業
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。

働き方改革
同一労働同一賃金への対応

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

特定社会保険労務士、
中小企業判断士
塚田　修　氏

目
　的

実
行
計
画

日本経済
の再生

１億総活躍
生産性の向上

多様な人材
の活用

適正な
労働時間で

長時間労働の是正

労働環境（ワークライフバランス等）の整備

同一労働 ・ 同一賃金

柔軟な
働き方で

適正な
処遇で
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こ
の
「
法
律
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
」
で
も

何
回
か
取
り
上
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
で
す
が
、
経
営
者

の
皆
さ
ん
の
認
識
は
ま
だ
十
分
と
は
云
え
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
の
で
重
複
し
ま
す
が
確
認
の
意
味
で

取
り
上
げ
ま
す
。

　

日
本
の
法
分
野
で
、
現
場
の
感
覚
や
慣
行
と
法
律

の
内
容
と
が
大
幅
に
食
い
違
う
分
野
の
典
型
が
雇
用

に
関
す
る
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

雇
用
の
世
界
で
は
、
労
働
法
規
に
よ
る
の
で
は
な

く
端
的
に
云
っ
て
雇
う
側
に
都
合
よ
く
雇
用
の
ル
ー

ル
が
運
用
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
近
年
、
こ
の
状
況
が
大
き
く
転
換
し
始

め
て
い
ま
す
。
雇
わ
れ
る
側
が
、
こ
れ
ま
で
の
現
場

ル
ー
ル
で
な
く
労
働
基
準
法
を
中
心
と
す
る
労
働
法

規
に
よ
る
べ
き
だ
と
要
求
す
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多

く
な
り
始
め
た
の
で
す
。

　

そ
の
原
因
は
、
主
に
雇
わ
れ
る
側
の
世
代
感
覚
が

大
幅
に
質
的
変
化
を
起
こ
し
た
こ
と
と
、
ネ
ッ
ト
に

よ
っ
て
法
規
情
報
を
簡
単
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

労
働
法
規
の
内
容
は
「
雇
わ
れ
る
側
の
権
利
を
確

保
し
、
雇
う
側
の
思
い
通
り
に
は
さ
せ
な
い
」
こ
と

を
基
本
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
雇
う
側

に
都
合
の
良
い
伝
統
的
な
現
場
ル
ー
ル
に
対
し
雇
わ

れ
る
側
が
異
を
唱
え
労
働
法
規
に
拠
る
こ
と
を
労
基

署
や
労
働
局
、
裁
判
所
（
労
働
審
判
等
）
で
正
面
か

ら
法
的
に
主
張
す
る
と
、
法
的
主
張
で
す
か
ら
当
然

雇
わ
れ
る
側
の
言
い
分
が
勝
つ
、
と
い
う
結
論
に
な

り
ま
す
。
そ
の
結
論
は
雇
う
側
に
と
っ
て
は
不
本
意

か
つ
金
銭
的
に
も
か
な
り
の
負
担
増
と
な
る
内
容
で

す
が
、
国
の
法
規
に
従
う
結
論
で
す
か
ら
止
む
を
得

な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
１
年
間
く
ら
い
の
間
に
私
が
経
営
者
側
か
ら

相
談
を
受
け
た
り
対
応
し
た
中
か
ら
そ
の
典
型
例
を

二
つ
ほ
ど
挙
げ
ま
す
。

一
、
時
間
外
手
当

　

 　

長
時
間
労
働
や
い
わ
ゆ
る
残
業
手
当
を
巡
る
紛

争
が
非
常
に
多
く
な
り
ま
し
た
。
き
ち
ん
と
残
業

代
を
払
わ
ず
に
来
た
の
が
こ
れ
ま
で
の
雇
用
の
現

場
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
す
。

　

 　

そ
の
た
め
従
業
員
か
ら
資
料
を
元
に
過
去
２
年

分
の
残
業
手
当
を
請
求
さ
れ
る
と
、
殆
ど
の
場
合
、

雇
用
側
は
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が

実
情
で
し
ょ
う
。
時
間
外
手
当
に
関
す
る
論
点
は

非
常
に
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
か
ら
逐
一
取
り
上
げ

る
紙
幅
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
 　

た
だ
、
し
ば
し
ば
見
受
け
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る

三
六
協
定
を
結
ん
だ
上
で
、
特
に
営
業
職
な
ど
労

働
時
間
が
不
定
時
な
職
種
に
つ
い
て
、
雇
用
側
が

固
定
残
業
代
と
か
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
給
与
等
の
名

目
で
本
来
の
給
与
の
他
に
あ
る
い
は
給
与
に
含
め

て
定
額
を
支
給
し
、
残
業
代
は
そ
れ
で
全
て
ま
か

な
わ
れ
て
い
る
と
扱
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
す
。
こ

う
し
た
固
定
残
業
代
（
み
な
し
割
増
賃
金
）
制
が

す
べ
て
問
題
だ
と
い
う
訳
で
は
な
い
の
で
す
が
、

そ
う
し
た
方
式
を
採
り
入
れ
る
こ
と
自
体
は
労
働

契
約
書
等
に
明
記
さ
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
ず
、

文
書
化
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
効
力
が
な
い
と
さ

れ
て
い
る
点
で
す
。
こ
の
文
書
化
が
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
に
改
め
て
従
業
員
か
ら
残
業
代
の
請

求
を
受
け
た
の
に
対
し
「
残
業
代
は
固
定
制
に
よ

り
支
給
済
み
だ
」
と
の
反
論
が
出
来
ず
、
請
求
の

全
額
の
支
払
に
応
じ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
ケ
ー

ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
要
注
意
で
す
。

二
、
解　
雇

　

 　

社
長
か
ら
「
お
前
な
ん
か
ク
ビ
だ
！
」
と
宣
告

さ
れ
る
と
従
業
員
は
下
を
向
い
て
去
り
、
翌
日
か

ら
出
勤
し
な
く
な
る
、
と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
の

雇
用
の
現
場
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

率
直
に
云
っ
て
こ
う
し
た
解
雇
の
殆
ど
は
労
基
法

上
は
不
当
解
雇
で
す
。
そ
の
従
業
員
が
不
当
解
雇

と
申
し
立
て
る
と
多
く
の
場
合
雇
用
側
は
負
け
ま

す
。

　

 　

何
故
か
と
云
え
ば
、
労
基
法
上
解
雇
は
非
常
に

厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、
よ
ほ
ど
の
こ
と

が
な
い
と
有
効
な
解
雇
と
云
え
な
い
か
ら
で
す
。

仮
に
従
業
員
に
あ
る
程
度
の
問
題
が
あ
っ
て
も
、

適
法
に
解
雇
す
る
た
め
に
は
慎
重
な
準
備
が
必
要

で
す
。
そ
れ
に
は
弁
護
士
や
社
会
保
険
労
務
士
等

の
協
力
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
以
外
に
も
、
雇
用
側
は
労
務
に
関

す
る
意
識
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
十

分
に
認
識
し
そ
れ
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る
の
が
必
須

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

雇用の現場と法律

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

法弁護士
中村　隆次　氏
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も
う
十
数
年
前
だ
ろ
う
か
。
ア
フ
リ
カ
の

マ
ー
タ
イ
さ
ん
が
国
連
で
演
説
し
た
の
は
。

「
も
っ
た
い
な
い
で
す
」
そ
こ
か
ら
私
の
人

生
が
変
わ
り
始
め
ま
し
た
。
何
年
か
し
て
日

本
の
国
を
揺
る
が
す
よ
う
な
事
件
（「
災
害
」

か
な
）、
東
日
本
大
震
災
が
起
き
、
罪
も
な
く
、

逆
ら
う
こ
と
も
な
く
多
く
の
人
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。
そ
の
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、

今
か
ら
私
に
出
来
る
こ
と
で
恩
返
し
を
し
て

い
こ
う
と
決
め
、
山
形
県
で
ペ
ン
シ
ョ
ン
を

経
営
し
て
い
た
の
を
他
人
に
譲
り
長
野
県
に

来
ま
し
た
。
そ
の
時
、
助
言
を
い
た
だ
い
た

の
が
一
人
娘
で
現
在
は
尼
僧
を
し
て
い
る
僧

の
言
葉
で
し
た
。「
残
さ
れ
た
人
生
ど
れ
だ

け
恩
を
返
し
て
い
け
る
か
に
貴
方
の
力
が
か

か
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
チ
ャ
ン
ス
を
探
し

て
い
ま
し
た
。

　

天
龍
村
に
ご
縁
が
あ
っ
て
福
祉
の
学
校
で

子
供
た
ち
に
給
食
を
作
る
仕
事
を
し
て
お
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
現
在
の
草
に
覆
わ
れ

て
使
わ
れ
て
い
な
い
コ
テ
ー
ジ
を
見
て
、「
こ

れ
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
感
じ
て
村
の
持
ち

物
で
あ
っ
た
施
設
を
借
り
受
け
る
よ
う
村
に

交
渉
し
て
お
借
り
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

約
７
年
間
放
置
さ
れ
て
い
た
建
物
で
あ
っ
た

為
「
森
の
動
物
の
遊
び
場
」
の
よ
う
で
あ
り
、

初
め
の
一
年
は
草
刈
り
や
建
物
の
修
繕
に
追

わ
れ
ま
し
た
。
営
業
許
可
を
取
る
為
に
奔
走

し
、
仮
営
業
を
半
年
程
行
い
、
現
在
三
年
目

に
入
り
ま
し
た
。
営
業

を
す
る
際
に
ほ
と
ん
ど

の
人
か
ら
笑
わ
れ
ま
し

た
が
、
信
念
を
曲
げ
る

こ
と
な
く
出
来
た
こ
と

は
飯
田
信
金
さ
ん
と
商

工
会
さ
ん
の
後
押
し
が

あ
っ
た
こ
と
が
大
き

か
っ
た
で
す
。
何
か
を

行
な
お
う
と
し
た
と
き

後
押
し
が
い
か
に
大
切

か
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
若
い
人
た
ち
の
相
談
を

受
け
た
時
は
自
分
の
力
の
限
り
後
押
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
テ
レ
ビ
番
組
の
取
材
を
受
け
、
番

組
の
中
の
や
り
取
り
で
「
次
に
伺
う
と
こ
ろ

が
お
き
よ
め
の
郷
で
す
が
何
が
名
物
で
す

か
？
」と
尋
ね
る
と「
店
主
の
お
じ
さ
ん
か
な
」

と
答
え
た
こ
と
に
反
響
が
あ
り
、
ネ
ッ
ト
の

裏
情
報
は
「
面
白
い
お
じ
さ
ん
が
い
る
か
ら

話
を
す
る
と
い
い
よ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
今
は
明
る
く
気
さ
く
を
モ
ッ
ト
ー

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
の
お
客
さ
ん
が
八
割
以
上
で
す
が
、

来
て
い
た
だ
く
人
の
為
に
い
つ
で
も
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
先
日
も
「
到
着
が
二
十
二

時
以
降
に
な
り
ま
す
が
い
い
で
す
か
？
」
と

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
が
「
お
待
ち
し

て
い
ま
す
よ
」
と
答
え
ま
し
た
。
来
て
い
た

だ
け
る
だ
け
で
幸
せ
で
す
。
色
ん
な
事
情
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
、
で
も
そ
の
時
間
に
な
っ

た
ら
ほ
と
ん
ど
は
断
ら
れ
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
私
が
動
け
る
間
は
お
客
さ
ん
の
要
望

を
聞
き
入
れ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
開
業
し
て
三
年
ほ
ど
で
す
が
少
し
ず

つ
お
客
さ
ん
も
増
え
て
来
ま
し
た
。「
こ
ん

な
と
こ
ろ
に
お
客
さ
ん
は
来
な
い
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
」

と
信
じ
て
頑
張
っ
て
い
る
と
笑
顔
が
絶
え
な

く
な
り
ま
し
た
。
本
人
が
楽
し
く
し
て
い
な

い
と
お
客
さ
ん
は
す
ぐ
に
感
じ
取
り
引
い
て

い
き
ま
す
。
外
国
か
ら
日
本
に
訪
ね
て
く
る

人
た
ち
を
応
援
し
て
い
る
サ
イ
ト
と
契
約
す

る
と
、
さ
っ
そ
く
海
外
か
ら
予
約
が
入
り
ま

し
た
。
今
は
観
光
地
よ
り
日
本
の
自
然
を
楽

し
み
に
来
日
す
る
方
が
増
え
て
来
た
よ
う
で

す
。
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る

時
に
は
も
っ
と
外
国
人
観
光
客
が
増
え
て
来

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
日
本
の
良

さ
や
長
野
県
の
良
い
所
を
観
て
感
じ
て
頂
く

こ
と
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

注目 Vol.114

この　に人
 おきよめの郷

　　森のコテージ
吉田　勇次さん　天龍村商工会

レストランのテラス席

吉田勇次さん

森のコテージ
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面
積
19
・
12
㎢
。
長
野
県
で
一
番
小
さ
な

町
、
そ
れ
が
小
布
施
町
で
す
。
小
布
施
町
と

言
う
地
名
を
お
聞
き
に
な
っ
て
思
い
浮
か
べ

て
い
た
だ
く
の
は「
栗
と
北
斎
」で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　

小
布
施
町
は
江
戸
時
代
市
場
の
町
と
し
て

発
達
し
て
き
ま
し
た
。
谷
街
道
と
谷
脇
街
道

が
交
わ
り
、
ま
た
、
千
曲
川
を
利
用
し
た
舟

運
に
よ
り
物
資
が
集
散
し
、そ
の
中
で
豪
商
・

豪
農
が
生
ま
れ
、
そ
れ
ら
先
人
が
人
と
文
化

を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
人
が
豪

商
の
高
井
鴻
山
で
あ
り
、
高
井
鴻
山
を
頼
っ

て
来
た
の
が
葛
飾
北
斎
で
す
。
北
斎
は
最
晩

年
に
４
回
小
布
施
の
地
を
訪
れ
、
多
く
の
肉

筆
画
の
浮
世
絵
を
残
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を

展
示
し
て
い
る
の
が「
北
斎
館
」で
す
。
一
昨

年
に
改
修
と
増
築
を
行
い
従
来
の
２
倍
近
い

展
示
場
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
英
国
の
大

英
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た「
北
斎
展
」に
上
町

屋
台
天
井
絵「
怒
涛
図
」を
始
め
収
蔵
さ
れ
て

い
る
作
品
が
出
品
さ
れ
、
入
場
規
制
が
か
か

る
日
が
出
る
程
の
大
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
北

斎
館
で
は
様
々
な
企
画
で
特
別
展
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
６
月
10
日
ま
で
特
別

展「
超
絶
技
巧　

摺
物
の
世
界
」が
開
催
さ
れ

て
お
り
、
通
常
の
浮
世
絵
版
画
に
は
な
い
技

術
で
作
成
さ
れ
た
摺
物
多
数
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
栗
は
６
０
０
年
の
歴
史
が
あ
る
と

伝
え
ら
れ
、
郷
土
の
俳
人「
小
林
一
茶
」が「
拾

わ
れ
ぬ
栗
の
見
事
よ
大
き
さ
よ
」
と
読
み
、

幕
府
へ
の
献
上
品
に
な
る
等
従
前
か
ら
小
布

施
町
の
特
産
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
で

は
町
内
の
栗
菓
子
企
業
が
創
意
工
夫
を
し
た

ス
イ
ー
ツ
が
数
多
く
あ
り
、
ま
た
、
秋
の
収

穫
時
期
に
な
る
と
季
節
限
定
商
品
が
販
売
さ

れ
、
町
外
か
ら
多
く
の
方
が
小
布
施
を
訪
れ

て
く
だ
さ
り
、
季
節
限
定
の
ス
ィ
ー
ツ
を
求

め
る
人
で
長
蛇
の
列
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
栗
の
一
番
お
い
し
い
食
べ
方

は
焼
き
栗
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

小
布
施
町
で
も
焼
き
栗
を
売
る
お
店
が
何
店

も
あ
り
、
収
穫
時
期
は
も
ち
ろ
ん
、
専
用
の

機
器
で
温
度
・
湿
度
を
管
理
さ
れ
た
栗
は
熟

成
し
て
甘
味
が
増
し
、
小
布
施
の
晩
秋
の
名

物
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

栗
の
お
尻
に
傷
を
付
け
専
用
の
機
械
で

ジ
ッ
ク
リ
焼
か
れ
た
栗
は
オ
ニ
皮
が
ポ
ロ
っ

と
剥
け
、
中
の
黄
色
の
実
は
ホ
ク
ホ
ク
し
て

お
り
、
香
ば
し
さ
と
相
ま
っ
て
絶
品
で
す
。

遅
い
時
期
に
な
る
と
販
売
を
終
了
し
て
し
ま

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
是
非
一
度
試
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
布
施
町
は
ス
ニ
ー
カ
ー
サ
イ
ズ
の
町
と

言
わ
れ
、
歩
い
て
散
策
し
て
い
た
だ
く
に
は

手
頃
な
地
域
で
す
。
是
非
一
度
お
越
し
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
但
し
、
９
月
下
旬
か

ら
11
月
上
旬
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

そ
れ
を
外
し
た
方
が
ユ
ッ
ク
リ
散
策
し
て
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
小
布
施
は
晩
秋
が

穴
場
か
も
？
（
で
も
焼
き
栗
販
売
が
終
了
し

て
る
か
も
？
）

長
野
県
で
一
番
小
さ
な
町
、

そ
れ
が
小
布
施
町
で
す

Vol.24
小布施町商工会

香ばしい焼栗

北斎館
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全国商工会会員福祉共済
あ な たも 家 族 もまるごと守る！ 頼 れる補 償 の

※補償内容の詳細はパンフレットを参照してください。
※トータル「がん」、シンプル「がん」プランに新規ご加入の場合、共済期間の初日よりその日を含めて90日（待機期間）を経過した日までにがんと診断確定された場合は、
　がん診断共済金（がん手術共済金・がん入院共済金）はお支払いできません。（病気・けがの手術共済金、入院共済金をお支払いできる場合があります。）
※同一事故において、がん手術共済金と病気・けがの手術共済金およびがん入院共済金と病気・けがの入院共済金はそれぞれ重複してお支払いしません。
＊1 手術・放射線治療の内容・種類によっては回数の制限があったり、お支払の対象とならない場合があります。

大切な、商工会会員の皆さま、だからこそ加入できる特別な制度です!

お問合せ・資料請求はご加入の商工会まで 

引受保険会社：東京海上日動火災保険株式会社　担当課：広域法人部法人第一課
東京都千代田区三番町6-4　TEL:03-3515-4147

取扱代理店：株式会社ふるさとサービス
東京都千代田区有楽町2-10-1 東京交通会館10F　TEL:03-3214-5710

2017年8月作成　17-T04455

このチラシは福祉共済および東京海上日動火災保険（株）の団体総合生活保険（医療補償基本特約・がん補償基本特約）・総合生活保険（個人賠償責任補償）の概要についてご紹介したものです。
ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。ご不明な点等がある場合には、ご加入の商工会までお問い合わせください。

共
済
金
額

がん診断
共済金

病気・けがの
手術

共済金

病気・けがの
入院共済金

（1日あたり）

がん手術
共済金

がん入院
共済金

（1日あたり）

放射線治療
共済金

加入プラン

契約年齢

月払掛金 3,000円

満6歳～65歳

トータル「がん」プラン

100万円

5,000円
（1日～120日まで）

40万円～7.5万円

5万円

10,000円
（1日～無制限）

手術の種類により 40万円・20万円・10万円
（一部の放射線治療については

お支払いの対象となります）

手術の種類により

再発・転移

しても安心

がんと診断確定されたとき、入院の有無にか
かわらず一時金として

お支払日数

無制限

先進医療
共済金

305万円～5万円
通算支払

限度なし 1回のお支払いは実費の
半額程度となります。

個人賠償責任保険金額 1事故 1億円

疾病手術共済金

疾病入院共済金
（1日あたり）

加入プラン

共
済
金
額

「けが」の補償

契約年齢
満6歳～65歳
（継続加入は
満74歳まで）

月払掛金 2,000円

死亡共済金

1,000万円

800万円

400万円

後遺障害
共済金

1,000万円～10万円

800万円～8万円

手術の
種類により
手術共済金

20・10・5万円

入院共済金
（1日あたり）

8,000円（1日目～1,000日目）

通院共済金
（1日あたり）

3,000円（3日～100日目）

疾病入院
見舞金

先進医療共済金

5万円

天災
（地震・噴火・津波）

不慮の事故

交通事故

天災
（地震・噴火・津波）

不慮の事故

交通事故

天災
（地震・噴火・津波）

交通事故・
不慮の事故

天災
（地震・噴火・津波）

交通事故・
不慮の事故

天災
（地震・噴火・津波）

交通事故・
不慮の事故

疾病による継続した
30日以上の入院

400万円～4万円

10･5･2.5万円

4,000円（1日目～1,000日目）

1,500円（3日～100日目）

2,000円コース

満6歳～65歳

1,000円

5,000円
（1日～120日まで）

医療特約

305万円～5万円

「病気」の補償

傷害プラン

「けが」の補償と併せて
「病気」の補償を
ご検討ください

「病気」の補償のみ
のご加入は
できません

1回のお支払いは実費の半額程度となります。

保険会社引受部分・団体総合生活保険（医療補償基本特約・がん補償基本特約）・総合生活保険（個人賠償責任補償）

「けが」の
補 償 「病気」の

補 償

トータル
「がん」補償 シンプル

「がん」補償

12万人以上の
皆様にご利用
いただいています

継続加入で75歳となった
場合はシニア傷害プラン
に自動的に移行します。

66歳となった場合はシ
ニア医療特約に自動的
に移行します。

66歳となった場合はシニア
トータル「がん」プラン（6,000
円）に自動的に移行します。

3,000円

満6歳～65歳

シンプル「がん」プラン

66歳となった場合はシニアシ
ンプル「がん」プラン（6,000
円）に自動的に移行します。

毎月ご加入いただけます！！

プラス

重大手術
入院中

入院以外

20万円
5万円

2.5万円

放射線治療共済金 5万円

重大手術
入院中

入院以外

20万円
5万円

2.5万円

共済（補償）期間

ご加入できる方
商工会の会員とその家族、会員の従業員とその家族、商工会・連合会の役職員とその家族で
あって健康な方が対象となります。

（「病気」の補償およびトータル「がん」補償・シンプル「がん」補償の場合、健康状態に関する告知義務があります。）
※ただし2017年11月1日時点での満年齢が満6歳以上満80歳以下（シニア医療特約・シニアトータル「がん」プラン・

シニアシンプル「がん」プランでは新規ご加入は満74歳以下）の方に限ります。
「家族」とは…①配偶者、父母、子　②同居かつ扶養している祖父母・兄弟姉妹・孫　③配偶者の父母　をいいます。

2017年11月1日午後4時から2018年11月1日午後4時まで
中途加入の場合、毎月1日午前0時から2018年11月1日午後4時まで

病気もけがも
がんも補償!

なし

なし

なし

なし

＊1

＊1

＊1

＊1

＊1


